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ご使用の前に,必ずこの説明書をよく読んで正しい方法でお使いください。

普通騒音計

″税物何臣5閉電|』にコ1



各部の名称と機能

① レベルスイッチ……………(校正電圧および騒音 レベル切換器)
CAL,110,100,90,80,70dB 6段切換

②増幅器感度調整器・………(自己校正用)

①ファンクションスイッチ…(電源開閉および聴感補正回路切換器)
OFF,POWER,SET(C),A,4段 切換

④ 出力端子……………………(信号出力外部取出)

⑤パイロッ トランプ………(AC電 源モニタ)

⑥指示計………………………(有効指示範囲-5dB～ キ10dB,1目盛 idB)

②零調整ネジ………………(指示計の指針を客に合わせる)

①電源ヨードおょび
マイクロホン収納箱

・…(電源ヨー ド,マ イクロホンの収納)

③電涼コー ド…………………(平行ビニール線,約 2.5日本体付)

① マイクロホン……………(ダィナ ミックマイクロホンMS‐9A延 長コー ド
2.5m付)

①バチン錠・…`…………・…(電源コー ドおょびマイクロホン収納箱開閉用)

②

①

①

①



tSM,100自 動車検査用普通騒音計

1.概  要

本器は道路運送車輛法の保安基準に規定された自動車の定常走行騒音,加 速走行

騒音・排気騒音,お ょぴ警音器の騒音 レベルを測定する自動車検査用の普通騒音

計であります。

2.主 な仕様

品     名   自 動車検査用普通騒音計

測 定 範 囲  周 波 数 100～4,000Hz

騒音 レベル  65～ 120dB(ホ ン)

指  示   計   有 効指示範囲 -5dB～ +10dB(1目 盛 ldB)

目 安  目  盛   -5dB木 i出t

校正装置の使用状態  内 臓 (電気式)

レベルダイヤル  10dBス テップ 70～ 110dB

聴 感  補  正   A.C.特 性切換

出 力  電  圧   フ ルスケール iV rms(10kΩ負荷)

電     源   AC 100V(35～ ユ10V)50Hz.60Hz

使用温湿度範囲  -5・ C～ +50・C, lo%～ 9o%

マ イ ク ロホ ン  ダ イナミックマイクRホ ン MS-9A型

マイクロホンの  騒 音計本体より延長ヨー ド(2.5m使用)で 分離 して,附 属の

使用条件     ヵ メラ用三脚に取付けて使用する。

ケ  ー   ス   鋼 板製提金具付

巾 X 奥 行 X 高 さ  2 5 0 X 8 0 X 1 7 0 ( 田 皿 )

‖1  属   品   鋼 板製蓋

巾X奥 行 X高 さ 250X25X170(n□ )

マイクロホン延長 コー ド 2.5m(本 体付)

電源コー ド 約 2.5m(本 体付)

カメラ用三脚  1台

3.取 扱方法

1.① のパチン錠 を引上げて① をあけると電源コー ド③ と延長 ヨー ド付マイクロ

ホン①が収納されています。

2,電 源コード③を収納箱①から取出して,AC 100V(50.60Hz)に差し込みます。
3.延 長コード付マイクじホン①を収納箱①から取出して,取付ネジにカメラ用

三脚を取 り付けて,垂 直入射軸(0・)になるように音源の方向に設定 します。
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4.フ ァンクションスイッチ③をOFFの 位置で指示計⑥の指針が目盛の際左端 の線 と

一致するように零調整ネジ①を調整 します。

5。 ファンタションスイッチ③を POWERに す ると、バイロットランブ⑤が点灯 します。

そ して指示計⑥の指針がラインポル トゾーン (L.V。 )に 入れば使用することがで

きます。尚、指針が {L.V.}ゾ ーンに入 らない場合は、便用電源に異状があ りま

すのでお調べ下さい。

6.フ ァンクションスイッチ③を SET(C)に して、 レベルスイッチ① を cALの 位置

に します。 このとき指針が CAL線 を指示す るように増幅器感度調整器②のツマミ

で調整 します。

7. フ ァンクションスイッチ③をAに して、 レ ベルスイッチ① を 70～ 110dBの ちか

ら選択設定 し、その位置に応 じた騒音 レベルを指示計⑥で読み取 ります。道路運送

事頼法の保安基準にかかわる検査のための騒音 レベルの計量に際 しては、 すべて A

特性で計量 します。

〔取扱い上の注意】

本器の取扱いに際 しましては下記の事項 にご注意下さい。

1.電 源電圧はAC100V(50Hzま たは 60Hz)ラ インをご使用 ください。

2.使 用温度および湿度は、 -5て ～50て 、 10%～ 90%の 範囲でご使用 ください。

3.衝 撃、振動はさけて ください。

4.水 、油などがかからないように して ください。

1  5.ッ マミに過大な力を加えて廻さないで ください。
1 6.マ

イクロホンはぶつけた り、落 とさないよう特 にきをつけて ください。

7.ヵ メラ用三脚にマイクロホンを取 り付ける際は、 し っか りと固定 して ください。

8,お 手入れは、柔 らかい布でふいて ください。汚れがひどいときは、中性洗剤液 にひ

た した布 をかたくしほつてふいて ください。尚、 シンナー、ベンジンなどの揮発性

の液体は使用 しないで ください。

9.使 用後はよくホョリ、チリをふいて、マイクロホン ・電源 コードは収納箱に しまっ

て ください。

10.ホ ヨリ、チリなどが多い場所での保管はさけて ください。

11.マ イクロホン本体の内部は、い じらないで ください。

【指示計読み取り 例 】

ファンクションスイッチをAの位置にして、レベルスインチを90に 合わせます。

この時の指示計の指針が下国の様に0の位置にある時、90dBと なります。

dB
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(古B)

題標準入射角 レスポンス

本器の正面入射角レスポンスの基

準特性および偏差は下図の通りで

あります。

買 ランダム入射 レスポンス

本器のランダム入射レスポンスの

正面入射レスポンスに対する差は

次の表の通りであります。

周波数 (Hz) 差(dB)
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参考資料

自動車整備関係法令と解説の検査事務規定より

(騒音の大きさ)、(警音器の音の大きさ)

抜粋いたしました。



(騒音の大きさ)

3-]-11保 安基準第30条 第 1項に掲げる数値を超える騒音を発するおそれがあると認められたとき

は、音量計等を用いて騒音の大きさを計測するものとする。

この場合において、計測方法等については、保安基準別表第2に よるほか、次の各号によるものと

する。

(1)音 量計等

(イ)音 量計は、使用開始前に十分暖機し、暖機後に改正を行つたうえで、次に掲げる状態で使用す

る。

(al 聴感補正回路は、A特 性とする。

0 指 示機構の動特性は、「速い動特性 (FAST)」 を有する音量計にあつては 「速い動特性

(FAST)」 とする。

に)吉 量計が音量計製作者の指定したウインド・スクリーンを備えている場合には、これを装着

した状態とする。

(9)原 動機回転計は、自動車に備えられたもの以外のものを用いるものとする。

(2) 言十演J場所

(イ)定 常走行騒音の計測場所は、周囲からの反射音による影響を受けない場所とするを

(D)排 気騒音の計測場所は、概ね平坦で、周囲からの反射音による影響を受けない場所とする。

|ウ 近 接排気騒音の計測場所は、概ね平坦で、車両の外周及びマイクロホンから2回程度の範囲内

に壁、ガードレール年の頭著な音響反射物がない場所とする。

(3) 言十演研立甚評等

(イ)定 常走行騒音を計測する場合のマイクロホンの向きは、車両中心線に直角、かつ、水平とする。

(口)排 気騒音を計測する場合のマイクロホンの向きは、車両中`端 に平行、かつ、水平とする。

|' 近 翔 卜気騒音を計測する場合の計測位置等は、次のとおりとする。

なお、当該計測位置にマイクロホンを物理的に設置することができない場合にあつては、り1気

流の方向を含む鉛直面と外側後方 45°に交わる排気管開田部の中心を含む鉛直面より外側で、か

つ、排気管開田部の中心から0.5m以 上離れた範囲内において、排気管開田部の中心の高さで当

該計測位置に可能な限り近い位置 (地上高さ0.施 未満の位置を除く。)に マイクロホンを設置す

るものとする。

(か マ イクロホンの向きは、水平とし、かつ、り卜気管開田部の中心へ向けるものとする。

ただし、貨物自動車等であって排気管開田部が上向きの排気管を有するもの0卜気流の方向

が当該排気管の鉛直線に対し30°を超えない程度の傾きを有するものを含む。)にあっては、マ

イクロホンの向きは上向きとする。

0 複 数の排気管開田部を有し、その間隔が0,3m以 下である自動車にあつては、計測の対象と

する排気管開田部は、最も後方偏ごも後方の排気管開田部を複数有する自動車にあっては最も後

方、かつ、外側、最も後方、かつ、外側のり停気管開田部を複数有する自動車にあっては最も後

方、外側、かつ、上力 のものとする。

この場合において、排気が漏れている部位は排気管開田部とみなす (C)において同じ。)。

化)複 数の拐卜気開田部を有し、その間隔が0。3mを 超える自動車にあつては、それぞれのう卜気管

開口き8を計漂Jの対象とする。



(参考図)
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(4)運 転方法等

(イ)定 常走行騒音を計測する場合には、原動機の最高出力時の回転数の60%の 回転数で走行した

場合の速度(その速度が 35Lm711を超える自動車にあっては、3馳皿/h)で定常走行するときに通常

使用される変速段を用いるものとする。

(,)排 気騒音を計測する場合には、自動車は停止状態、変速機の変速位置は中立、クラッチは接続

状態とする。

0 近 接排気騒音を計測する場合には、次によるものとする。

ω 自動車は停止状態、変速機の変速位置は中立、クラッチは接続状態とする。

0原 動機を最高出力時の回転数の75%の 回転数の±3%の 回転数に数秒問保持した後、急速に

減速し、アイ ドリングが安定するまでの間の最大騒音を計測する。

(5)計 測値の取扱い

(イ)計 測は2回行い、ldB未 満は切り捨てるものとする。

(口)2回 の計測イ直の差が2c□を超える場合には、計測値を無効とする。

ただし、いずれの計測値も保安基準第30条 第 1項に掲げる数値を超える場合には有効とする。

|ゆ 2回 の計測値 (0に より補正した場合には、補正後の値)の 平均を騒音値とする。

0 計 測の対象とする騒音と暗騒音の計測値の差が3dB以 上 10dB未 満の場合には、計測値から

次表の補正値を控除するものとし、3dB未 満の場合には計測値を無効とする。

(単位 dB)

計測の対象とする騒音と暗騒音の計測値の差 3 4 5 6 7 8 9

補 正 値 3
ワ

一 1

(警音器の音の大きさ)

3-3-14 保 安基準第43条 第2項第 1号に規定する音の大きさの範囲内にないおそれがあると認め

られたときは、音量言十等を用いて次の各号により計測するものとする。

(1)音 量計は、使用開始前に十分暖機し、暖機後に較正を行う。

(2)マ イクロホンは、車両中心線上の自動車の前端から2mの 位置の地上 lmの 高さにおいて車両中

心線に平行、かつ、水平に自動車に向けて設置する。

(3)聴 感補正回路は、C特 性とする。

④ 原 動機は、停止した状態とする。

(5)計 測場所は、概ね平坦で、周囲からの反射音による影響を受けない場所とする。

(6)計 測値の取扱いは、3-3-11(5)の 例によるものとする。



■検定有効期間:」QA検 定日より5年です。
◆当該機器を指定された電源以外へ接続することは禁じられています。

霊イヤすカ
本社/〒 113-0034東 京都文京区湧島3-26-0

TEL 03-3833-611l  FAX 03-5688-7061

札 幌 支 店

仙 台 支 店

東 京 支 店

東関東支店

関 超 支 店

名古屋支店

大 阪 支 店

広 島 支 店

福 岡 支 店

貿 易  部

T062-0008

T983-083S

〒 113-0034

Tl13-0034

Tl13-0034

丁460-0012

T541-0058

〒7 3 9 - 0 3 2 3

T 8 1 6 - 0 0フ 1

T l 1 3 - 0 0 3 4

札 幌市豊平 区美田 8条 1 - 1 - 1

仙 台 市 宮 城 野 区 大 梶 1 0 - 2 3

東 京 都 文 京 区崩 島 3 - 2 4 - 7

東 京 都 文 京 区 湯 島 3 - 2 4 - 7

東 京 都 文 京 区 景 島 3 - 2 4 - 7

名古屋市中区千代 田S - 1 4 - 2 8

大限市中央区南久宝寺町4 - 3 - 6

広 島市 安芸 産 中野 東 2 - 4 - 3 1

福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 4 - 3 - 8

東 京 都 文 京 区 湯 島 3 - 2 4 - 7

■ ( 0 1 1 ) B 4 1 - 0 1 5 1 (代 )

拍К022)257-3251(代 )

冶H03)3833-6116(代 )

砲式03)3833-6117(代 )

L(03)3833-6117(代 )

拍К0 5 2 ) 2 5 1 - 5 8 3 1 (代 )

輸頁0 6 ) 0 2 5 1 - 8 5 8 1 (代 )

柏頁082)892-0391(代 〕

■ 〔092)581-8480(tt)

泊L(03)3833-6115く ばい

販売店
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